
　

と
う
も
ろ
こ
し
は
、
ト
ン
ネ
ル
栽
培

が
中
心
で
す
。
し
か
し
、
近
年
で
は
遅

霜
の
影
響
で
蒔
き
直
し
な
ど
が
続
い
て

い
る
た
め
、
今
号
は
露
地
栽
培
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
①
品
種

　

味
来
３
９
０
、
味
来
９
４
６
、
プ
レ

　

ミ
ア
ム
味
来
８
５（
朝
日
工
業
品
種
）

②
播
種
期　

４
月
上
旬
～
下
旬

③
収
穫
期　

７
月
上
旬
～
中
旬　

　
〇
施
肥
は
、
Ｎ
＝
25
～
30
、
Ｐ
＝
20
、

Ｋ
＝
20
～
25
㎏
（
10
ａ
）
が
目
安
で

す
。
追
肥
は
元
肥
主
体
に
、
本
葉
３

～
４
枚
時
と
雄
穂
出
穂
前
の
２
回
行

い
ま
す
。

〇
マ
ル
チ
は
播
種
の
１
週
間
前
ま
で
に

張
り
、
地
温
18
℃
～
20
℃
以
上
を
確

保
し
ま
す
。

〇
株
間
30
～
35
㎝
の
２
条
千
鳥
マ
ル
チ

　
〇
良
質
な
果
実
を
収
穫
す
る
た
め
に
、

高
温
・
乾
燥
が
続
く
場
合
は
潅
水
を

行
い
、
し
な
び
が
発
生
し
に
く
い
環

境
作
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

将
来
収
穫
さ
れ
る
穂
は
本
葉
４
～
８

枚
期
に
決
ま
り
ま
す
。

〇
収
穫
は
朝
早
く
行
う
こ
と
で
甘
み
、

鮮
度
が
維
持
さ
れ
る
の
で
、
収
穫
後

は
直
射
日
光
を
避
け
、
鮮
度
維
持
の

＊
今
月
号
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。

営農経済渉外係
野村　　勝
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を
使
用
し
ま
す
。
播
種
は
、
１
穴
に

２
粒
以
上
（
品
種
に
よ
っ
て
は
３
粒
）

を
推
奨
し
、
本
葉
４
～
５
枚
時
に
ハ

サ
ミ
を
使
用
し
、
１
本
立
ち
に
し
ま

す
。
一
番
大
き
い
株
で
は
な
く
、
全

体
に
大
き
さ
が
同
じ
も
の
を
残
し
生

育
を
揃
え
ま
す
。

〇
地
際
か
ら
発
生
す
る
分
け
つ
は
、
基

本
的
に
そ
の
ま
ま
残
し
ま
す
。
葉
面

積
の
確
保
・
倒
伏
防
止
・
受
粉
量
の

向
上
・
先
端
不
稔
の
回
避
に
つ
な
が

り
ま
す
。

〇
第
２
穂
が
発
生
し
た
場
合
は
、
若
い

う
ち
に
茎
や
葉
を
傷
め
な
い
よ
う
、

す
ば
や
く
ね
じ
る
よ
う
に
取
り
除
き

ま
す
。
取
り
遅
れ
た
場
合
は
そ
の
ま

ま
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
収
穫
適
期
は
、
雄
花
開
花
後
25
日
が

目
安
で
す
が
、
天
候
に
よ
り
左
右
さ

れ
る
た
め
、
20
日
頃
か
ら
試
し
獲
り

を
行
い
、
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。（
品
種
に
よ
っ
て
は
色

乗
り
が
悪
い
た
め
で
す
。）

た
め
の
シ
ー
ト
な
ど
を
か
け
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
虫
は
、と
う
も
ろ
こ
し
・
稲
・
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
の
野
菜
類
を
食
害
し
ま
す
。

一
回
の
産
卵
数
は
１
５
０
～
２
０
０
個
、

生
涯
産
卵
数
は
最
大
１
０
０
０
個
近
く

に
な
る
の
で
、
被
害
が
大
き
く
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
近
県
で
は
茨
城
県
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ

ヨ
ト
ウ
に
適
用
の
あ
る
農
薬

は
、
現
段
階
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
本
虫
を
発
見
し
ま

し
た
ら
左
記
の
連
絡
先
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

と
う
も
ろ
こ
し
の
露
地
栽
培

発芽後の様子

交配期の様子

収穫適期の果実

美味しそう！

１ 

栽
培
概
要

２ 

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

３ 

留
意
点

特　　徴
●幼虫は大きくなると体調約4㎝、体色は写
真のように変化します。
●頭部には網目模様があって「逆Ｖ字」に見
えます。
●若齢幼虫は区別できない場合があります。

◎本虫を発見した場合は、下記に御連絡下さい。
埼玉県病害虫防除所　電話：048-539-0661　FAX：048-539-0663
埼玉県農林部農産物安全課　農薬：植物防疫担当
　　　　　　　　　　　　電話：048-830-4053　FAX：048-830-4832
　　　　　　　＊その他お近くの県農林振興センターにもご相談ください。

系統
作用機
構分類
（IRAC
コード）

薬剤名 希釈倍数 使用方法
使用時期
又は

収穫前日数
使用回数

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

有 機 リ ン １B エ ル サ ン 乳 剤 1000倍 散布 収穫14日前まで ４回以内 ○
フェニルビラゾール ２B プリンスフロアブル 2000倍 散布 収穫14日前まで ２回以内 ○ ○

ピ レ ス ロ イド ３A

ト レ ボ ン 乳 剤 1000倍 散布 収穫７日前まで ４回以内 ○

アグロスリン乳剤
2000倍

散布 収穫７日前まで ３回以内
○

1000～
2000倍 ○

ネオニコチノイド ４A モスピラン水溶剤 2000～
4000倍 散布 収穫前日まで ３回以内 ○

アドマイヤーフロアブル 4000倍 散布 収穫14日前まで ２回以内 ○

マ ク ロ ラ イド ６ アファーム 乳 剤 1000～
2000倍 散布 収穫３日前まで ２回以内 ○

生 物 農 薬 11A ゼンターリ顆粒水和剤 1000倍 散布 発生初期（但し、
収穫前日まで） ― ○

ネライストキシン 14 パ ダ ン 粒 剤 ４ ６㎏ /10a 株の上から均一
に散布する。 収穫７日前まで ２回以内 ○

パダンＳG水 溶 剤 1000倍 散布 収穫21日前まで ○

昆 虫 成 長 制 御 15 カスケ ード 乳 剤
2000～
4000倍 散布 収穫７日前まで ２回以内 ○

4000倍 ○

ジ ア ミ ド 28 プレバソンフロアブル５ 2000倍 散布 収穫前日まで ３回以内 ○ ○
ベ ネ ビ アOD 4000倍 散布 収穫前日まで ３回以内 ○

そ の 他
９B コルト顆粒水和剤 4000倍 散布 収穫前日まで ３回以内 ○
13 コテツフロアブル 2000倍 散布 収穫前日まで ２回以内 ○
UN プレオフロアブル 1000倍 散布 収穫前日まで ２回以内 ○

　

薬
剤
例
は
令
和
元
年
11
月
20
日
の
登
録
状
況
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。


